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(57)【要約】

【課題】ボイラ等の熱回収装置を備えた廃棄物処理シス

テムにおいて、固体廃棄物（ごみ）の保有エネルギーの

回収効率の低下を防止すること。

【解決手段】本システムは、固体廃棄物2を貯留する廃

棄物ピット4と、廃棄物ピット4内の固体廃棄物2から分

離された汚水5を貯留する汚水槽6と、汚水5が分離され

た固体廃棄物2を焼却する廃棄物焼却炉7と、廃棄物焼却

炉7における固体廃棄物2の燃焼により発生した熱を回収

する熱回収装置8と、固体廃棄物2から分離された汚水5

に含まれる固形分を分離する固液分離装置9と、を備え

る。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 水 分 を 含 む 固 体 廃 棄 物 を 処 理 す る た め の 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム に お い て 、

　 前 記 固 体 廃 棄 物 を 貯 留 す る た め の 廃 棄 物 ピ ッ ト と 、

　 前 記 廃 棄 物 ピ ッ ト 内 の 前 記 固 体 廃 棄 物 か ら 分 離 さ れ た 汚 水 を 貯 留 す る た め の 汚 水 槽 と 、

　 前 記 汚 水 が 分 離 さ れ た 前 記 固 体 廃 棄 物 を 焼 却 す る た め の 廃 棄 物 焼 却 炉 と 、

　 前 記 廃 棄 物 焼 却 炉 に お け る 前 記 固 体 廃 棄 物 の 燃 焼 に よ り 発 生 し た 熱 を 回 収 す る た め の 熱

回 収 装 置 と 、

　 前 記 固 体 廃 棄 物 か ら 分 離 さ れ た 前 記 汚 水 に 含 ま れ る 固 形 分 を 分 離 す る た め の 固 液 分 離 装

置 と 、 を 備 え た 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 固 液 分 離 装 置 は 、 ス ク リ ー ン を 含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 ス ク リ ー ン の 目 開 き が ５ ｍ ｍ ～ ３ ０ ｍ ｍ で あ る 、 請 求 項 ２ 記 載 の 廃 棄 物 処 理 シ ス テ

ム 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 固 液 分 離 装 置 は 、 湿 式 サ イ ク ロ ン を 含 む 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の

廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 固 液 分 離 装 置 に お い て 前 記 固 形 分 が 分 離 さ れ た 前 記 汚 水 の 性 状 を 下 水 処 理 場 に お け

る 処 理 に 適 し た 性 状 に 変 え る た め の 前 処 理 設 備 を さ ら に 備 え た 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か

一 項 に 記 載 の 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ６ 】

　 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム を 用 い た 廃 棄 物 処 理 方 法 で

あ っ て 、

　 前 記 廃 棄 物 ピ ッ ト 内 の 前 記 固 体 廃 棄 物 か ら 前 記 汚 水 を 分 離 す る 汚 水 分 離 工 程 と 、

　 前 記 固 液 分 離 装 置 に よ っ て 前 記 汚 水 に 含 ま れ る 前 記 固 形 分 を 分 離 す る 固 液 分 離 工 程 と 、

　 前 記 固 液 分 離 工 程 に お い て 分 離 さ れ た 前 記 固 形 分 を 前 記 廃 棄 物 ピ ッ ト に 再 投 入 す る 固 形

分 再 投 入 工 程 と 、 を 備 え た 廃 棄 物 処 理 方 法 。

【 請 求 項 ７ 】

　 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム を 用 い た 廃 棄 物 処 理 方 法 で

あ っ て 、

　 前 記 廃 棄 物 ピ ッ ト 内 の 前 記 固 体 廃 棄 物 か ら 前 記 汚 水 を 分 離 す る 汚 水 分 離 工 程 と 、

　 前 記 固 液 分 離 装 置 に よ っ て 前 記 汚 水 に 含 ま れ る 前 記 固 形 分 を 分 離 す る 固 液 分 離 工 程 と 、

　 前 記 固 液 分 離 工 程 に お い て 分 離 さ れ た 前 記 汚 水 を 下 水 処 理 場 に お い て 下 水 と 混 合 し て 処

理 す る 混 合 処 理 工 程 と 、 を 備 え た 廃 棄 物 処 理 方 法 。

【 請 求 項 ８ 】

　 前 記 固 液 分 離 工 程 に お い て 分 離 さ れ た 前 記 固 形 分 を 前 記 廃 棄 物 ピ ッ ト に 再 投 入 す る 固 形

分 再 投 入 工 程 を さ ら に 備 え た 請 求 項 ７ 記 載 の 廃 棄 物 処 理 方 法 。

【 請 求 項 ９ 】

　 前 記 汚 水 を 前 記 下 水 と 混 合 す る 前 に 、 前 記 汚 水 の 性 状 を 前 記 下 水 処 理 場 に お け る 処 理 に

適 し た 性 状 に 変 え る た め の 前 処 理 工 程 を さ ら に 備 え た 請 求 項 ７ ま た は ８ に 記 載 の 廃 棄 物 処

理 方 法 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 前 記 汚 水 分 離 工 程 に お い て 分 離 さ れ る 前 記 汚 水 の 重 量 が 、 前 記 水 分 を 含 む 固 体 廃 棄 物 の

重 量 の ５ ％ 以 上 で あ る 、 請 求 項 ６ 乃 至 ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 廃 棄 物 処 理 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

10

20

30

40

50



(3) JP  2015-123428  A   2015.7.6

　 本 発 明 は 、 水 分 を 含 む 固 体 廃 棄 物 を 処 理 す る た め の 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム お よ び 廃 棄 物 処

理 方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 ご み 焼 却 プ ラ ン ト は 、 地 球 温 暖 化 防 止 、 ご み 保 有 エ ネ ル ギ ー の 有 効 活 用 と い う 観 点 か ら

、 従 来 の ご み 焼 却 処 理 施 設 か ら 熱 回 収 施 設 へ と そ の 位 置 付 け が 変 化 し つ つ あ る 。 こ の よ う

な 背 景 に 基 づ き 、 ご み 焼 却 炉 に お け る ご み の 燃 焼 に よ り 発 生 し た 熱 は 、 例 え ば ボ イ ラ の 熱

源 と し て 利 用 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 と こ ろ で 、 ご み 焼 却 プ ラ ン ト の ご み ピ ッ ト で の ご み 貯 留 時 に 生 成 さ れ る 汚 水 は 、 ご み 焼

却 炉 内 の 高 温 部 に お い て 噴 霧 蒸 発 処 理 す る こ と が 一 般 的 で あ る （ 特 許 文 献 １ 、 ２ 参 照 ） 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ３ ３ ９ ４ ２ １ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ５ － １ １ ８ ５ ２ ５ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 上 記 の 通 り 従 来 は 、 汚 水 は ご み 焼 却 炉 の 高 温 部 に お い て 噴 霧 蒸 発 処 理 さ れ る た め 、 ご み

焼 却 炉 に お け る ご み の 燃 焼 に よ り 発 生 し た 熱 の 一 部 が 、 汚 水 の 蒸 発 潜 熱 と し て 奪 わ れ て し

ま う 。 こ の た め 、 ご み 保 有 エ ネ ル ギ ー の 回 収 効 率 （ 熱 回 収 効 率 ） の 低 下 を も た ら す と い う

問 題 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 は 、 上 述 し た 従 来 技 術 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 ボ イ ラ 等 の 熱 回

収 装 置 を 備 え た 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム に お い て 、 固 体 廃 棄 物 （ ご み ） の 保 有 エ ネ ル ギ ー の 回

収 効 率 の 低 下 を 防 止 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 水 分 を 含 む 固 体 廃 棄 物 を 処 理 す る た め の 廃 棄 物

処 理 シ ス テ ム に お い て 、 前 記 固 体 廃 棄 物 を 貯 留 す る た め の 廃 棄 物 ピ ッ ト と 、 前 記 廃 棄 物 ピ

ッ ト 内 の 前 記 固 体 廃 棄 物 か ら 分 離 さ れ た 汚 水 を 貯 留 す る た め の 汚 水 槽 と 、 前 記 汚 水 が 分 離

さ れ た 前 記 固 体 廃 棄 物 を 焼 却 す る た め の 廃 棄 物 焼 却 炉 と 、 前 記 廃 棄 物 焼 却 炉 に お け る 前 記

固 体 廃 棄 物 の 燃 焼 に よ り 発 生 し た 熱 を 回 収 す る た め の 熱 回 収 装 置 と 、 前 記 固 体 廃 棄 物 か ら

分 離 さ れ た 前 記 汚 水 に 含 ま れ る 固 形 分 を 分 離 す る た め の 固 液 分 離 装 置 と 、 を 備 え た こ と を

特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 ま た 、 好 ま し く は 、 前 記 固 液 分 離 装 置 は 、 ス ク リ ー ン を 含 む 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 ま た 、 好 ま し く は 、 前 記 ス ク リ ー ン の 目 開 き が ５ ｍ ｍ ～ ３ ０ ｍ ｍ で あ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 ま た 、 好 ま し く は 、 前 記 固 液 分 離 装 置 は 、 湿 式 サ イ ク ロ ン を 含 む 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 ま た 、 好 ま し く は 、 前 記 固 液 分 離 装 置 に お い て 前 記 固 形 分 が 分 離 さ れ た 前 記 汚 水 の 性 状

を 下 水 処 理 場 に お け る 処 理 に 適 し た 性 状 に 変 え る た め の 前 処 理 設 備 を さ ら に 備 え る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 上 記 い ず れ か の 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム を 用 い た 廃

棄 物 処 理 方 法 で あ っ て 、 前 記 廃 棄 物 ピ ッ ト 内 の 前 記 固 体 廃 棄 物 か ら 前 記 汚 水 を 分 離 す る 汚

水 分 離 工 程 と 、 前 記 固 液 分 離 装 置 に よ っ て 前 記 汚 水 に 含 ま れ る 前 記 固 形 分 を 分 離 す る 固 液

分 離 工 程 と 、 前 記 固 液 分 離 工 程 に お い て 分 離 さ れ た 前 記 固 形 分 を 前 記 廃 棄 物 ピ ッ ト に 再 投
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入 す る 固 形 分 再 投 入 工 程 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 上 記 い ず れ か の 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム を 用 い た 廃

棄 物 処 理 方 法 で あ っ て 、 前 記 廃 棄 物 ピ ッ ト 内 の 前 記 固 体 廃 棄 物 か ら 前 記 汚 水 を 分 離 す る 汚

水 分 離 工 程 と 、 前 記 固 液 分 離 装 置 に よ っ て 前 記 汚 水 に 含 ま れ る 前 記 固 形 分 を 分 離 す る 固 液

分 離 工 程 と 、 前 記 固 液 分 離 工 程 に お い て 分 離 さ れ た 前 記 汚 水 を 下 水 処 理 場 に お い て 下 水 と

混 合 し て 処 理 す る 混 合 処 理 工 程 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 ま た 、 好 ま し く は 、 前 記 固 液 分 離 工 程 に お い て 分 離 さ れ た 前 記 固 形 分 を 前 記 廃 棄 物 ピ ッ

ト に 再 投 入 す る 固 形 分 再 投 入 工 程 を さ ら に 備 え る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 ま た 、 好 ま し く は 、 前 記 汚 水 を 前 記 下 水 と 混 合 す る 前 に 、 前 記 汚 水 の 性 状 を 前 記 下 水 処

理 場 に お け る 処 理 に 適 し た 性 状 に 変 え る た め の 前 処 理 工 程 を さ ら に 備 え る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 ま た 、 好 ま し く は 、 前 記 汚 水 分 離 工 程 に お い て 分 離 さ れ る 前 記 汚 水 の 重 量 が 、 前 記 水 分

を 含 む 固 体 廃 棄 物 の 重 量 の ５ ％ 以 上 で あ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ７ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 ボ イ ラ 等 の 熱 回 収 装 置 を 備 え た 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム に お い て 、 固 体 廃

棄 物 （ ご み ） の 保 有 エ ネ ル ギ ー の 回 収 効 率 の 低 下 を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ８ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム の 概 略 構 成 を 示 し た 模 式 図 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 廃 棄 物 処 理 方 法 の フ ロ ー チ ャ ー ト 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ９ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム お よ び 廃 棄 物 処 理 方 法 に つ い て 、

図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 図 １ に 示 し た 本 実 施 形 態 に よ る 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム １ は 、 水 分 を 含 む ご み （ 固 体 廃 棄 物

） ２ を 処 理 す る た め の シ ス テ ム で あ り 、 ご み 焼 却 プ ラ ン ト ３ を 備 え て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 ご み 焼 却 プ ラ ン ト ３ に 搬 入 さ れ た ご み ２ は 、 ご み ピ ッ ト （ 廃 棄 物 ピ ッ ト ） ４ に 貯 留 さ れ

る 。 ご み ピ ッ ト ４ に 貯 留 さ れ る ご み ２ に は 水 分 が 含 ま れ て お り 、 ご み ２ か ら 分 離 さ れ た 汚

水 ５ は 汚 水 槽 ６ に 貯 留 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ご み ピ ッ ト ４ に 貯 留 さ れ た ご み ２ は 、 ご み 焼 却 炉 （ 廃 棄 物 焼 却 炉 ） ７ に 搬 入 さ れ 、 焼 却

処 理 さ れ る 。 ご み 焼 却 炉 ７ に お け る ご み ２ の 燃 焼 に よ り 発 生 し た 熱 は 、 ボ イ ラ （ 熱 回 収 装

置 ） ８ の 熱 源 と し て 利 用 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 本 実 施 形 態 に お け る ご み 焼 却 プ ラ ン ト ３ は 、 ご み ２ か ら 分 離 さ れ て 汚 水 槽 ６ に 貯 留 さ れ

た 汚 水 ５ に 含 ま れ る 固 形 分 を 分 離 す る た め の 固 液 分 離 装 置 ９ を 備 え て い る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 す な わ ち 、 汚 水 槽 ６ 内 の 汚 水 ５ は 、 固 液 分 離 装 置 ９ の 一 つ で あ る ス ク リ ー ン １ ０ に 搬 送

さ れ て そ こ で 固 形 分 と 液 体 と が 分 離 さ れ る 。 ス ク リ ー ン １ ０ の 目 開 き は 、 ５ ｍ ｍ か ら ３ ０

ｍ ｍ で あ る 。 ス ク リ ー ン １ ０ の オ ー バ ー フ ロ ー １ １ は 、 ご み ピ ッ ト ４ に 再 投 入 さ れ る 。 ス

ク リ ー ン １ ０ を 通 過 し た 汚 水 ５ は 、 固 液 分 離 装 置 ９ の 一 つ で あ る 湿 式 サ イ ク ロ ン １ ２ に 搬

送 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 湿 式 サ イ ク ロ ン １ ２ の 排 水 液 １ ３ は 、 ご み ピ ッ ト ４ に 再 投 入 さ れ る 。 湿 式 サ イ ク ロ ン １
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２ の 処 理 液 １ ４ は 、 ご み 焼 却 プ ラ ン ト ３ か ら 下 水 処 理 場 １ ５ に 搬 送 さ れ る 。 下 水 処 理 場 １

５ に は 、 汚 水 ５ （ 処 理 液 １ ４ ） を 下 水 １ ６ と 混 合 す る 前 に 、 汚 水 ５ の 性 状 を 下 水 処 理 場 １

５ に お け る 処 理 に 適 し た 性 状 に 変 え る た め の 前 処 理 設 備 １ ７ が 設 け ら れ て い る 。 前 処 理 設

備 １ ７ で 処 理 さ れ た 汚 水 ５ は 、 下 水 処 理 場 １ ５ に お い て 下 水 １ ６ に 混 合 さ れ て 処 理 さ れ る

。 な お 、 前 処 理 設 備 １ ７ は 、 ご み 焼 却 プ ラ ン ト ３ 側 に 設 置 す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 次 に 、 上 述 し た 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム １ を 用 い た 廃 棄 物 処 理 方 法 に つ い て 、 図 ２ を 参 照 し

て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 こ の 廃 棄 物 処 理 方 法 ２ ０ は 、 ご み ピ ッ ト ４ 内 の ご み （ 固 体 廃 棄 物 ） ２ か ら 汚 水 ５ を 分 離

す る 汚 水 分 離 工 程 Ｓ １ と 、 固 液 分 離 装 置 ９ で あ る ス ク リ ー ン １ ０ お よ び 湿 式 サ イ ク ロ ン １

２ に よ っ て 汚 水 ５ に 含 ま れ る 固 形 分 を 分 離 す る 固 液 分 離 工 程 Ｓ ２ と 、 固 液 分 離 工 程 Ｓ ２ に

お い て 分 離 さ れ た 固 形 分 を ご み ピ ッ ト ４ に 再 投 入 す る 固 形 分 再 投 入 工 程 Ｓ ３ と 、 汚 水 ５ を

下 水 １ ６ と 混 合 す る 前 に 、 汚 水 ５ の 性 状 を 下 水 処 理 場 １ ５ に お け る 処 理 に 適 し た 性 状 に 変

え る た め の 汚 水 前 処 理 工 程 Ｓ ４ と 、 汚 水 前 処 理 工 程 Ｓ ４ に お い て 処 理 さ れ た 汚 水 ５ を 下 水

処 理 場 １ ５ に お い て 下 水 １ ６ と 混 合 し て 処 理 す る 汚 水 ／ 下 水 混 合 処 理 工 程 Ｓ ５ と 、 を 備 え

る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 汚 水 分 離 工 程 Ｓ １ に お い て 分 離 さ れ る 汚 水 ５ の 重 量 は 、 水 分 を 含 む ご み （ 固 体 廃 棄 物 ）

２ の 重 量 の ５ ％ 以 上 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 ま た 、 本 実 施 形 態 に よ る 廃 棄 物 処 理 方 法 に お い て は 、 下 水 処 理 場 １ ５ で 発 生 し た 脱 水 汚

泥 １ ８ を 搬 送 用 車 両 に よ っ て ご み 焼 却 プ ラ ン ト ３ ま で 搬 送 し 、 ご み 焼 却 炉 ７ で ご み ２ と 脱

水 汚 泥 １ ８ と を 混 焼 す る 。 下 水 処 理 場 １ ５ か ら ご み 焼 却 プ ラ ン ト ３ ま で 脱 水 汚 泥 １ ８ を 搬

送 し た 搬 送 用 車 両 は 、 湿 式 サ イ ク ロ ン １ ２ の 処 理 液 １ ４ を 下 水 処 理 場 １ ５ に 搬 送 す る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 以 上 述 べ た よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ る 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム １ お よ び 廃 棄 物 処 理 方 法 ２ ０

に よ れ ば 、 ご み ピ ッ ト ４ 内 に 貯 留 さ れ て い る ご み （ 固 体 廃 棄 物 ） ２ か ら 分 離 さ れ て 汚 水 槽

６ に 貯 ま っ た 汚 水 ５ を 、 従 来 の よ う に ご み 焼 却 炉 ７ に お い て 噴 霧 蒸 発 処 理 す る の で は な く

、 ス ク リ ー ン １ ０ お よ び 湿 式 サ イ ク ロ ン １ ２ か ら 成 る 固 液 分 離 装 置 ９ で 固 形 分 を 分 離 し た

後 、 下 水 処 理 場 １ ５ で 下 水 １ ６ と 混 合 処 理 す る よ う に し た の で 、 汚 水 ５ の 焼 却 炉 内 噴 霧 蒸

発 処 理 に よ る 蒸 発 潜 熱 ロ ス を 回 避 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 ご み （ 固 体 廃 棄 物 ） ２

が 保 有 す る エ ネ ル ギ ー を 従 来 よ り も 効 率 的 に 回 収 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 ま た 、 汚 水 ５ の 焼 却 炉 内 噴 霧 蒸 発 処 理 を 行 わ な い の で 、 従 来 は 必 要 で あ っ た 汚 水 炉 内 噴

霧 装 置 が 不 要 と な る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 ま た 、 汚 水 ５ 中 の 固 形 分 を 固 液 分 離 装 置 ９ で 分 離 ・ 除 去 し た 後 に 下 水 １ ６ に 混 合 す る よ

う に し た の で 、 下 水 処 理 場 １ ５ で の 処 理 の 負 担 を 小 さ く す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 ま た 、 固 液 分 離 装 置 ９ で あ る ス ク リ ー ン １ ０ の オ ー バ ー フ ロ ー １ １ お よ び 湿 式 サ イ ク ロ

ン １ ２ の 排 水 液 １ ３ を ご み ピ ッ ト ４ に 再 投 入 す る よ う に し た の で 、 固 液 分 離 装 置 ９ の 運 転

条 件 の 設 定 に 当 た っ て 、 オ ー バ ー フ ロ ー １ １ お よ び 排 水 液 １ ３ 中 の 固 形 分 濃 度 を 高 め る こ

と を 考 慮 せ ず 、 湿 式 サ イ ク ロ ン １ ２ の 処 理 液 １ ４ 中 の 固 形 分 濃 度 を 下 げ る こ と の み を 考 慮

す る こ と が で き る よ う に な る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 ま た 、 汚 水 ５ を 下 水 １ ６ と 混 合 す る 前 に 、 汚 水 処 理 専 用 の 一 次 処 理 設 備 で あ る 前 処 理 設

備 １ ７ に よ っ て 、 汚 水 ５ の 性 状 を 下 水 処 理 場 １ ５ に お け る 処 理 に 適 し た 性 状 に 変 え る こ と

が で き る の で 、 湿 式 サ イ ク ロ ン １ ２ か ら の 処 理 液 １ ４ の 性 状 が 下 水 処 理 場 １ ５ で の 混 合 処

理 に 適 さ な い 場 合 で あ っ て も 、 汚 水 ５ を 下 水 処 理 場 １ ５ に お い て 適 切 に 処 理 す る こ と が で
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き る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 な お 、 汚 水 ５ の 発 生 量 は 下 水 １ ６ の 発 生 量 に 比 べ る と 相 当 に 少 な い の で 、 下 水 処 理 場 １

５ に 及 ぼ す 影 響 は 軽 微 で あ り 、 汚 水 処 理 専 用 の 前 処 理 設 備 １ ７ は コ ン パ ク ト な 設 備 と す る

こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 ま た 、 下 水 処 理 場 １ ５ か ら の 脱 水 汚 泥 １ ８ を ご み 焼 却 プ ラ ン ト ３ に 搬 送 す る 搬 送 用 車 両

を 、 ご み 焼 却 プ ラ ン ト ３ か ら の 処 理 液 １ ４ の 下 水 処 理 場 １ ５ へ の 搬 送 に 兼 用 す る こ と に よ

り 、 汚 水 ５ お よ び 脱 水 汚 泥 １ ８ の 搬 送 を 効 率 化 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 以 下 に 、 本 実 施 形 態 に よ る 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム １ お よ び 従 来 の ご み 焼 却 シ ス テ ム に お け

る 熱 収 支 例 を 示 す 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 １ ） 前 提 条 件

　 ・ 人 口 30万 人

　 ・ 廃 棄 物 発 生 量 　 　 　 　 300ton／ 日 （ 1kg／ 人 ・ 日 ）

　 ・ 廃 棄 物 性 状

　 　 　 低 位 発 熱 量 　 　 　 　 1,500kcal/kg（ 搬 入 ご み ）

　 　 　 汚 水 発 生 量 　 　 　 　 搬 入 ご み の 10％

　 　 　 水 の 蒸 発 潜 熱 　 　 　 600kcal/kg

　 ・ 下 水 発 生 量 　 　 　 　 　 90,000m
3
／ 日 （ 300リ ッ ト ル ／ 人 ・ 日 ）

　 ・ 脱 水 汚 泥 発 生 量 　 　 　 60ton／ 日

　 ・ 脱 水 汚 泥 性 状

　 　 　 水 分 　 　 　 　 　 　 　 80％

　 　 　 可 燃 分 　 　 　 　 　 　 12％

　 　 　 可 燃 分 低 位 発 熱 量 　 5,000kcal/kg

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 ２ ） 熱 収 支 の 試 算

　 従 来 例 （ 汚 水 炉 内 噴 霧 蒸 発 処 理 ）

　 ご み 焼 却 炉 に 投 入 さ れ る 廃 棄 物 ＋ 脱 水 汚 泥 の 低 位 発 熱 量 は

(1,500× 300＋ (5,000× 0.12－ 600× 0.8)× 60)÷ (300＋ 60)=1,270kcal/kg

　 　 脱 水 汚 泥 の 低 位 発 熱 量 試 算 ： 5,000× 0.12－ 600× 0.8　 kcal/kg

　 発 電 効 率 を 15％ と す る と 、 発 電 出 力 は 、

　 360× 1,000÷ 24× 1,270× 0.15÷ 860=3,320kW

　 　 1時 間 あ た り の 処 理 量 ： 360× 1,000÷ 24　 kg/h

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 本 実 施 形 態 （ 汚 水 を 下 水 処 理 場 で 処 理 ）

　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 汚 水 炉 内 噴 霧 蒸 発 処 理 に よ る 蒸 発 潜 熱 ロ ス が な い の で 、 蒸 発 潜

熱 を 熱 収 支 上 加 算 す る 。

(1,500× 300＋ 300× 0.1× 600＋ (5,000× 0.12－ 600× 0.8)× 60)÷ (300× 0.9＋ 60)=1,440kc

al/kg

　 　 蒸 発 潜 熱 ： 300× 0.1× 600　 kcal/kg

　 　 処 理 量 ： 300× 0.9　 t/d← 汚 水 分 減 る

　 発 電 効 率 を 16％ と す る と 、 発 電 出 力 は 、

　 330× 1,000÷ 24× 1,440× 0.16÷ 860=3,680kW

【 ０ ０ ４ １ 】

　 本 実 施 形 態 と 従 来 例 と の 比 較

　 本 実 施 形 態 の 発 電 量 と 従 来 例 の 発 電 量 を 比 較 す る と 、

　 3,680÷ 3,320＝ 1.11

　 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 は 従 来 例 に 比 し て 10％ 以 上 の 発 電 量 の 増 加 が 期 待 で き る 。
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【 ０ ０ ４ ２ 】

　 な お 、 汚 水 発 生 量 は

　 300× 0.1＝ 30ton／ 日 → 下 水 発 生 量 の 1/3000(30÷ 90,000)

で あ り 、 下 水 処 理 場 へ の イ ン パ ク ト は 小 さ い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 １ 　 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム

　 ２ 　 ご み （ 固 体 廃 棄 物 ）

　 ３ 　 ご み 焼 却 プ ラ ン ト

　 ４ 　 ご み ピ ッ ト （ 廃 棄 物 ピ ッ ト ）

　 ５ 　 汚 水

　 ６ 　 汚 水 槽

　 ７ 　 ご み 焼 却 炉 （ 廃 棄 物 焼 却 炉 ）

　 ８ 　 ボ イ ラ （ 熱 回 収 装 置 ）

　 ９ 　 固 液 分 離 装 置

　 １ ０ 　 ス ク リ ー ン

　 １ １ 　 オ ー バ ー フ ロ ー

　 １ ２ 　 湿 式 サ イ ク ロ ン

　 １ ３ 　 湿 式 サ イ ク ロ ン の 排 水 液

　 １ ４ 　 湿 式 サ イ ク ロ ン の 処 理 液

　 １ ５ 　 下 水 処 理 場

　 １ ６ 　 下 水

　 １ ７ 　 前 処 理 設 備

　 ２ ０ 　 廃 棄 物 処 理 方 法

　 Ｓ １ ： 汚 水 分 離 工 程

　 Ｓ ２ ： 固 液 分 離 工 程

　 Ｓ ３ ： 固 形 分 再 投 入 工 程

　 Ｓ ４ ： 汚 水 前 処 理 工 程

　 Ｓ ５ ： 汚 水 ／ 下 水 混 合 処 理 工 程
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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